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序 文

高原町教育委員会では、平成12年度から13年度にかけて、様々な開発事業等に伴う試掘調

査を実施しました。今回は、その成果を掲載しています。

今回の調査で得た様々な成果が、学術資料としてだけでなく、学校教育や生涯学習の場で

活用され、埋蔵文化財の保護に対する認識と理解の一助になることを期待いたします。

最後になりましたが、この発掘調査にあたり、御理解をいただきました土地所有者の方々を

はじめ、御指導・御援助をいただきました関係諸機関並びに地元の方々に、心から御礼を申

し上げます。

今後とも、本町の文化財行政に対する御指導・御協力をいただきますよう、よろしくお願

い申し上げます。

平成14年3月

例 仁コ

高原町教育委員会

教育長　外　山　方　図

1．本書は、文化庁及び宮崎県教育委員会の補助を受けて、高原町教育委員会が実施してい

る町内遺跡発掘調査のうち、平成12年度から13年度にいたるまでの試掘調査報告書である。

2．調査関係者は、次の通りである。

調査主体　　高原町教育委員会

教　育　長 正人木　久　男（～平成14年1月21日）

外　山　方　囲（平成14年1月22日～）

社会教育課　課　長　　久保田　芳　人

係　長　　篠

温

調査員　　　社会教育課　主 大事

原
　
谷
　
撃

弘　二（平成9～12年度）

文　雄（平成13年度～）

康　宏

調査指導　　宮崎県教育委員会　文化課

調査協力　高原町役場建設課　同教育総務課　たかはるゴルフクラブ

地権者のみなさん　　作業員のみなさん

3．本書の執筆・編集は大学があたった。

4．本書で使用した方位は、全て磁北である。

5．調査の記録類、出土遣物等は、全て高原町教育委員会で保管している。
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第I章　　広原第5遺跡の試掘調査

第1節　　位置及び調査にいたる経緯（第2図）

高原町役場建設課より平成12年11月13日付にて都市計画街路事業二葉・村移線の改築工事

に伴う遺跡照会があった。場所は高原町大字西麓字広原・立山である。工事予定地には広原

第5遺跡が存在していた。広原第5遺跡は、文化庁作成の地図からすでに遺跡として把握さ

れていたが、具体的な性格は不明であった。同遺跡の北には、古墳時代・平安時代の住居跡

が30軒近く出土した立山遺跡、広大な台地一面に平安時代の畠遺構が出土した荒迫遺跡など

があり、これら2遺跡と関連性のある遺跡と推測されていた。

第2節　　試掘調査の成果（第3図）

試掘調査は平成12年11月15日から17日にかけて行われたム　道路予定地内に試掘坑を任意

に5箇所設置し、表土及び高原スコリアまでは、人力（一部重機を使用）で一気に掘削し、その

後は遺構・遺物を確認しながら、御池ボラ直下まで掘削した。

その結果、試掘坑5箇所のうち4箇所で遣物が確認された。特に第1試掘坑から第2試掘坑に

かけて多く出土した。残りの試掘坑は数点である。遺物包含層は、高原スコリア下の白色火

山灰混入黒色土のみで、それ以外の土層からは全く出土していない。又、遺構は確認されな

かった。遺物の時期については、古墳時代の土師器が中心だが、器形及び時期の推定できる

ものはなかった。

第3節　　まとめ

これらの結果により、広原第5遺跡の具体的とはいかないまでも、大まかの性格は特定す

る事ができた。しかし、土質自体は自然土層のものであるため、明確に集落等が形成されて

いたとは言い難い。

ー2－



第2図　広原第5遺跡周辺地形図

第3図　広原第5遺跡試掘坑配置図
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言式掘調査地遠景

第1試掘坑遺物出土状況

第1試掘坑土層状況
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第5試掘坑土層状況

出　土　遺　物
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第Ⅱ章　　旭台地区の試掘調査

第1節　　位置及び調査にいたる経緯（第4図）

高原ゴルフクラブより平成13年4月5日付にてゴルフ場拡張工事に伴う遺跡照会があった。

場所は高原町大字広原字旭台である。工事予定の南側には、昭和51年度に発掘調査された旭

台地下式横穴墓群や、詳細分布調査に伴う踏査によって確認された旭台遺跡が、北側には古

代の土師器が踏査により採集された鷹巣谷遺跡などがある。

第2節　　試掘調査の成果（第5図）

試掘調査は平成13年4月11日から13日にかけて行われた。工事予定地内に試掘坑を任意に

4箇所設置し、表土及び高原スコリアまでは、人力で一気に掘削し、その後は遺構・遺物を確

認しながら、アカホヤ火山灰の上面まで掘削した。

その結果、試掘坑4箇所の全てにおいて遺構・遣物は確認されなかった。

第3節　　まとめ

これらの結果により、旭台遺跡等に隣接しながらも、工事予定地内には遺跡は確認されな

かった。この旭台の丘陵に立地している遺跡は、非常に小規模である事が推定できる。

－6－



第4図　旭台地区周辺地形図

第5図　工事予定地試掘坑配置図
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第3試掘坑土層状況
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第Ⅲ章　　川除遺跡の試掘調査

第1節　　位置及び調査にいたる経緯（第6図）

町役場教育総務課より平成13年6月12日付にて後川内小学校プール建設工事に伴う遺跡照

会があった。場所は高原町大字後川内字川除である。工事予定地は、平成9年度に発掘調査さ

れ、古代の畠遺構や中世の道路跡等が検出された川除遺跡に含まれている。

第2節　　試掘調査の成果（第7図）

試掘調査は平成13年7月31日から8月7日にかけて行われた。工事予定地内に試掘坑を任意

に4箇所設置し、表土及び高原スコリアまでは、人力で一気に掘削し、その後は遺構・遺物を

確認しながら御池ボラ層まで掘削した。

その結果、試掘坑4箇所全てにおいて遺物が確認された。特に第2試掘坑では石鉄が出土した。

又、遺構については第1試掘坑及び第2試掘坑で確認された。前例より、畠遺構と思われる。

第3試掘坑及び第4試掘坑では遺構は確認されなかった。遺物の時期については、縄文土器や

古墳時代の土師器が確認されたが、器形復元にいたる資料はなかった。

第3節　　まとめ

以上の事から、工事予定地では、その北西側で確認された遺跡とほぼ同じ性格の遺跡が存

在する事がわかった。
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第6図　川除遺跡周辺地形図
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第7図　工事予定区試掘坑配置図
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第1試掘坑畠遺構検出状況

第2試掘坑畠遺構検出状況
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第3試掘坑遺物出土状況

第4試掘坑遺物出土状況

出　土　遺　物
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第Ⅳ章　　広原第4遺跡の試掘調査

第1節　　位置及び調査にいたる経緯（第8図）

町役場建設課より平成13年11月21日付にて町営住宅霧島団地建設工事に伴う遺跡照会があl、ノ

った。場所は高原町大字広原字広原4947番地である。工事予定地は広原第4遺跡内に位置し

ているが、広原第4遺跡自体が踏査で確認されたため、遺跡の性格は不明である。

第2節　　試掘調査の成果（第9図）

試掘調査は平成13年12月5日から12月7日にかけて行われた。工事予定地内に試掘坑を任

意に5箇所設置した。第1試掘坑及び第2試掘坑ではすでにアカホヤ火山灰が露出していた。

第3試掘坑からは表土が残存していたが、試掘調査の結果、遺構・遺物は確認されなかった。

第3節　　まとめ

広原第4遺跡は、近世から近代と思われる陶器片が採集されたため、遺跡と判断されたが、

今回の試掘調査の結果、遺跡を構成しているとは言い難い土層である事から、同地では遺跡

が存在しないものと思われる。

「
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第8図　広原第4遺跡周辺地形図

第9図　工事予定区試掘坑配置図
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第2試掘坑土層状況

第5試掘坑土層状況
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